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田
村
次
朗
先
生
は
、
本
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
を
定
年
に
よ
り
退
職
さ
れ
ま
す
。

　

先
生
は
、
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
法
律
学
科
を
一
九
八
一
年
に
ご
卒
業
後
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
、
同

博
士
課
程
に
進
学
さ
れ
ま
し
た
。
博
士
課
程
在
学
中
に
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
留
学
さ
れ
、
帰
国
後
、
博
士
課
程

単
位
取
得
退
学
直
後
の
一
九
八
七
年
に
専
任
講
師
と
し
て
本
塾
大
学
に
奉
職
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
九
一
年
に
法
学
部
助
教
授
、
総
合

政
策
学
部
助
教
授
・
教
授
を
経
て
（
一
九
九
三
年
―
一
九
九
七
年
）、
一
九
九
七
年
四
月
に
法
学
部
教
授
と
な
ら
れ
、
以
降
二
六
年
の

長
き
に
わ
た
り
法
学
部
お
よ
び
法
学
研
究
科
に
お
け
る
経
済
法
、
国
際
経
済
法
、
そ
し
て
交
渉
学
の
教
育
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。

　

弟
弟
子
に
当
た
る
石
岡
克
俊
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
に
よ
れ
ば
、
先
生
の
ご
研
究
は
、
経
済
法
、
国
際
経
済
法
、
交
渉
学
な
ど

多
方
面
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
着
実
な
ご
業
績
を
残
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

経
済
法
分
野
に
お
い
て
は
、
学
部
生
時
代
に
故
平
良
名
誉
教
授
の
英
米
法
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
門
を
叩
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

「A
ntitrust

」
の
言
葉
に
深
く
関
心
を
持
た
れ
、
大
学
院
で
は
経
済
法
を
専
門
と
す
る
金
子
晃
名
誉
教
授
に
師
事
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は
、
現
在
で
も
連
邦
最
高
裁
の
判
決
文
に
お
い
て
引
用
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
故

Phillip A
reeda

教
授
の
も
と
で
学
ば
れ
ま
し
た
。

　

一
連
の
研
究
成
果
は
、「
同
調
的
平
行
行
為
と
反
ト
ラ
ス
ト
法
（
一
）（
二
）」『
法
学
研
究
』
第
六
〇
巻
八
号
・
九
号
で
公
表
さ
れ
、
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経
済
法
分
野
の
若
手
新
人
賞
で
あ
る
横
田
正
俊
記
念
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二
〇
二
一
年
に
は
『
競
争
法
に
お
け
る
カ

ル
テ
ル
規
制
の
再
構
築
―
―
日
米
比
較
を
中
心
と
し
て
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
）
と
し
て
、
長
年
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
取
り
組

ま
れ
て
き
た
カ
ル
テ
ル
（
共
同
行
為
）
に
関
す
る
一
連
の
研
究
を
一
冊
に
ま
と
め
、
上
梓
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
際
経
済
法
分
野
に
お
い
て
は
、
本
塾
大
学
に
奉
職
さ
れ
た
頃
、
当
時
の
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
の
機
能
強
化
を
図
る
べ
く
新
機
構
の

設
立
が
提
唱
さ
れ
、
一
九
九
五
年
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）
設
立
に
至
り
ま
し
た
。
先
生
は
、
こ
れ
を
競
争
法
（
経
済
法
）
の
国

際
化
と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
、「
貿
易
と
競
争
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
中
心
に
据
え
て
研
究
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
金
子
晃
先
生

と
一
九
九
七
年
に
出
版
さ
れ
た
『
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
国
際
貿
易
機
関
）
―
―
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
・
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ル
ー
ル
の
変
遷
と
今
後
の
展
開
』（
同
文
書

院
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
は
、
国
内
に
お
け
る
当
時
の
最
先
端
の
動
向
を
示
す
テ
キ
ス
ト
と
し
て
多
く
の
実
務
家
に
受
け
入
れ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
づ
き
、
二
〇
〇
一
年
に
は
『
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』（
弘
文
堂
）
な
ど
（
二
〇
〇
六
年
に
第
二
版
）、
そ
の
後

も
貿
易
実
務
に
携
わ
る
多
く
の
人
々
に
有
益
な
情
報
を
提
供
す
る
書
籍
を
出
版
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

交
渉
学
に
つ
い
て
は
、
先
生
が
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
留
学
中
に
同
大
学
ネ
ゴ
シ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
の
故
ロ
ジ
ャ
ー
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

教
授
に
師
事
し
、
帰
国
後
、
義
塾
で
の
教
育
普
及
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
当
初
、「
交
渉
学
」
は
文
学
部
に
お
い
て
開
講
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
後
法
学
部
の
設
置
科
目
と
な
り
、
毎
年
多
く
の
履
修
者
を
迎
え
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
形
式
を
い
ち
早
く

取
り
入
れ
た
人
気
授
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
慶
應
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
サ
ー
チ
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
（
Ｋ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
）
に
お
け
る
寄
附
講
座
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
基
礎
」
も
、

前
身
の
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
究
所
（
Ｇ
―

Ｓ
Ｅ
Ｃ
）
時
代
か
ら
先
生
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
科
目
で
す
。
文
系
分
野
の
学
生

だ
け
で
な
く
、
医
学
部
、
理
工
学
部
、
看
護
医
療
学
部
な
ど
理
系
分
野
の
学
生
も
受
講
し
、
学
部
横
断
で
学
生
が
一
堂
に
会
し
、
共

に
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
お
り
、
慶
應
義
塾
全
体
の
教
育
・
研
究
に
大
い
に
寄
与
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
授
業
に
つ
い

て
私
の
ゼ
ミ
の
学
生
か
ら
も
、「
田
村
先
生
の
交
渉
学
／
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
基
礎
は
面
白
い
」
と
い
う
声
を
耳
に
す
る
ほ
ど
で
、
先
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生
の
慶
應
義
塾
で
の
教
育
に
か
け
る
熱
い
想
い
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
と
い
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
二
〇
〇
八
年
、
慶
應
義
塾
一
五
〇
周
年
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
福
澤
諭
吉
記
念
文
明
塾
」
を
主
導
し
設
立
、
二
〇
一
九

年
ま
で
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
文
明
塾
最
大
の
特
色
は
、
社
会
人
と
学
生
が
同
じ
立
場
で
対
話
と
議
論
を
行
う
こ
と
で
し
た
。
先
生
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
部
や
研
究
科
の
先
生
方
を
招
き
、
非
常
に
豪
華
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
構
成
さ
れ
た
こ
の

講
座
か
ら
は
、
数
多
く
の
優
秀
な
修
了
生
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
交
渉
学
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
基
礎
教
育
は
、
Ｋ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
内
の
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
」
で
研
究
・
教
育
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
先
生
は
、
法
学
部
退
職
後
も
引
き
続
き
特
任
教
授
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
に
関
わ
り
、
尽
力
さ
れ
る
と
お

聞
き
し
て
お
り
ま
す
。
先
生
に
は
、
ぜ
ひ
今
後
と
も
慶
應
義
塾
に
よ
り
一
層
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

先
生
が
、
以
上
で
述
べ
た
ご
活
躍
と
と
も
に
、
最
も
大
事
に
さ
れ
て
い
た
の
は
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
研
究
会
）
だ
っ
た
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
先
生
は
、
本
塾
大
学
奉
職
後
一
年
目
か
ら
ゼ
ミ
生
を
募
集
さ
れ
、
今
年
度
に
至
る
ま
で
三
五
期
、
総
勢
一
〇
〇
〇
名
を
優

に
超
え
る
学
生
を
指
導
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
田
村
ゼ
ミ
で
は
、
主
に
経
済
法
、
国
際
経
済
法
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

二
年
次
に
ゼ
ミ
を
選
ぶ
際
の
聴
講
会
で
、
田
村
ゼ
ミ
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
見
た
多
く
の
学
生
が
圧
倒
さ
れ
て
い
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。
ま
さ
に
慶
應
義
塾
ら
し
い
半
学
半
教
と
多
事
争
論
の
教
育
を
実
践
な
さ
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
議
論
を
作
り
出
せ
る
ま
で

に
学
生
を
成
長
さ
せ
る
先
生
の
指
導
力
は
特
筆
に
値
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
部
生
の
指
導
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
大
学
院
生
に
対
す
る
先
生
の
薫
陶
と
温
か
い
ご
指
導
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
経
済
法
・
国
際
経
済
法
を
大
学
院
で
学
び
た
い
と
い
う
学
生
は
非
常
に
多
く
、
研
究
者
を
多
数
学
界
に
輩

出
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
経
済
法
・
国
際
経
済
法
分
野
で
活
躍
す
る
研
究
者
の
多
く
が
先
生
の
も
と
で
学
ば
れ
て
い
た
と
い
う

事
実
か
ら
も
そ
の
指
導
力
は
明
ら
か
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

私
の
場
合
、
さ
ま
ざ
ま
な
委
員
会
で
先
生
か
ら
手
厚
く
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
常
に
熱
い
思
い
を
持
っ
た
先
生
の
ご
発
言
を
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今
後
は
委
員
会
で
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
う
と
寂
し
い
気
持
ち
が
込
み
上
げ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
田
村
先
生
に
は
、
今
後
と
も
引
き
続
き
、
研
究
・
教
育
に
対
す
る
変
わ
ら
ぬ
情
熱
と
、
慶
應
義
塾
へ
の
深
い
愛
情
を
も
っ
て
、

私
た
ち
後
輩
を
ご
指
導
ご
鞭
撻
く
だ
さ
る
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

二
〇
二
三
年
一
二
月

�

法
学
部
長　

堤
林
　

剣　
　


